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美味しいサクランボ

甘く実ったサクランボの

収穫に忙しい菅原 徹さん
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明
治
二
年
七
月
、
開
拓
使
は
全

道
を
藩
士
族
寺
院
に
管
轄
を
命
じ

た
。
島
牧
は
仏
光
寺
の
寺
領
に
属

し
た
。
そ
こ
で
瀬
戸
川
住
職
は
軽

臼
寺
を
建
て
、
そ
の
職
務
に
当
た

っ
た
。

片
山
凞
は
安
政
元
年
（
１
８
５

ひ
ろ
む

４
）
片
山
甫
春
の
子
と
し
て
江
戸

に
生
ま
れ
た
が
、
元
来
が
秋
田
藩

典
医
で
、
子
息
を
世
襲
さ
せ
よ
う

と
し
た
が
、
こ
れ
に
応
ぜ
ず
幼
時

か
ら
漢
学
を
学
び
、
詩
文
を
関
本

三
寅
、
書
を
高
林
二
峯
、
英
学
を

鳴
門
義
民
に
学
ん
だ
。
そ
の
後
の

学
識
か
ら
推
察
す
る
に
相
当
高
程

度
の
学
問
を
身
に
つ
け
て
い
た
。

明
治
七
年
一
家
は
現
在
の
群
馬

県
吾
妻
郡
原
町
に
移
住
し
た
。
そ

の
関
係
で
熊
谷
県
暢
発
学
校
を
卒

業
し
、
県
下
の
原
町
、
岩
下
、
郷

原
三
校
に
勤
務
し
、
の
ち
十
二
年

三
月
東
京
府
有
馬
小
学
校
准
訓
導

由
俸
七
円
を
給
さ
れ
て
い
る
。
十

五
年
千
葉
県
書
記
教
育
掛
を
仰
せ

つ
け
ら
れ
た
が
、
翌
年
辞
し
て
、

十
七
年
来
道
し
て
、
函
館
県
大
野

小
学
校
七
等
訓
導
を
命
ぜ
ら
れ
て

い
る
。
一
時
沖
川
小
学
校
に
転
じ

た
が
、
島
牧
の
阿
部
松
之
助
の
世

話
で
、
十
八
年
八
月
函
館
県
軽
臼

小
学
校
訓
導
に
転
じ
た
。
阿
部
は

そ
の
後
も
学
務
委
員
と
し
て
学
校

に
協
力
し
て
い
る
。

軽
臼
小
学
校
で
は
平
出
機
一

（
十
四
、
九
―
十
七
、
八
）
建
部

伴
三
郎
（
十
七
、
十
一
―
十
八
、

八
）
の
二
人
の
教
員
が
い
た
が
、

期
間
が
短
く
、
片
山
に
よ
っ
て
以

後
明
治
四
十
年
七
月
ま
で
教
育
に

た
ず
さ
わ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
単
級

で
あ
る
。
第
一
回
の
卒
業
生
は
明

治
二
十
一
年
（
修
業
年
限
三
年
）

六
名
、
二
十
二
年
三
名
、
二
十
三

年
二
名
、
二
十
五
年
三
名
、
二
十

七
年
一
名
と
三
十
一
年
ま
で
は
数

名
に
過
ぎ
な
い
。
未
就
学
が
相
当

あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
子
息
片

山
敬
次
は
、
幼
少
の
こ
ろ
父
か
ら

四
書
を
教
え
ら
れ
る
の
が
い
や
で

た
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

明
治
四
十
年
五
十
四
歳
で
同
校

を
辞
し
、
そ
の
間
九
名
の
教
員
、

う
ち
三
名
裁
縫
科
専
科
の
教
員
と

同
職
し
て
い
る
。
同
四
十
年
原
歌

村
山
中
小
学
校
に
代
用
教
員
と
し

て
再
び
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

栄
浜
に
は
明
治
二
十
六
年
か
ら

三
十
四
年
ま
で
原
歌
小
学
校
山
中

分
校
主
任
と
し
て
准
訓
導
の
神
林

光
平
が
つ
と
に
令
名
あ
り
、
三
十

四
年
に
は
独
立
し
て
山
中
小
学
校

と
な
り
、
四
十
年
ま
で
同
校
に
勤

め
て
い
た
。
し
か
し
故
あ
っ
て
郷

里
の
新
潟
県
に
転
居
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
あ
と
懇
意
に
し
て
い

た
片
山
に
後
事
を
依
頼
し
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
同
四
十
四
年
片
山

は
長
豊
村
大
平
勝
小
学
校
の
代
用

教
員
に
転
じ
再
び
神
林
は
帰
道
し

た
の
で
山
中
小
学
校
校
長
に
な
っ

た
。
片
山
は
大
正
五
年
六
月
心
臓

病
を
患
い
、
教
え
子
の
戸
板
に
か

つ
が
れ
て
本
目
に
お
い
て
一
生
を

終
わ
っ
た
。
と
き
に
六
十
二
歳
で

あ
っ
た
。
軽
臼
寺
の
瀬
戸
川
マ
サ

（
初
代
住
職
の
娘
）
は
片
山
を
厚

く
葬
り
、
そ
の
恩
に
報
い
た
。
す

で
に
子
息
敬
次
は
大
正
四
年
札
幌

師
範
を
卒
業
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
神
林
は
大
正
六
年
道
庁
長
官

よ
り
表
彰
を
う
け
大
正
十
二
年
原

歌
小
学
校
長
に
転
じ
た
。

軽
臼
の
教
育
は
そ
の
後
北
谷
信

一
が
明
治
四
十
四
年
か
ら
大
正
九

年
ま
で
校
長
を
し
、
片
山
の
教
育

精
神
を
継
承
し
た
が
、
島
牧
の
教

育
の
先
覚
者
は
片
山
と
神
林
に
よ

っ
て
築
か
れ
た
。
栄
浜
小
学
校
内

の
神
林
の
頌
徳
碑
、
軽
臼
小
学
校

内
の
片
山
、
北
谷
二
氏
の
頌
徳
碑

は
、
純
朴
な
漁
民
の
師
を
敬
す
る

心
の
あ
ら
わ
れ
と
み
て
差
し
つ
か

え
な
い
で
あ
ろ
う
。

昭
和
十
七
年
八
月
片
山
先
生
二

十
七
回
忌
の
法
要
が
行
な
わ
れ
た

が
、
そ
の
時
の
軽
臼
校
長
荻
野
重

島
牧
村
の
教
育
の
先
覚
者
と
し
て
熱
心
に
情
熱
を
傾
け
ら
れ
た
片
山

凞
先
生
（
初

ひ
ろ
む

代
軽
臼
小
学
校
校
長
）
が
亡
く
な
っ
て

年
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
孫
に
当

96

た
る
黒
田
は
る
（

歳
）
さ
ん
が
祖
父
の
碑
と
父
の
墓
参
り
に
７
月

日
、
横
浜
市
か

83

13

ら
訪
れ
、
教
育
委
員
会
の
案
内
で
旧
軽
臼
小
学
校
に
建
っ
て
い
る
頌
徳
碑
を
目
に
し

し
ょ
う
と
く

ひ

て
、
「
資
料
の
写
真
と
同
じ
も
の
が
有
り
感
激
し
た
」
と
感
慨
深
く
話
し
た
そ
う
で
す
。

現
在
と
な
っ
て
は
頌
徳
碑
の
存
在
を
知
る
住
民
も
少
な
く
、
時
を
超
え
て
黒
田
さ
ん

し
ょ
う
と
く

ひ

が
持
っ
て
い
た
資
料
で
当
時
の
様
子
を
振
り
返
り
ま
す
。

片山校長と子供

（長女中子、長男敬次）

陸
の
孤
島
島
牧
で
辺
地
教
育
に

人
生
を
か
け
た

片
山

凞
先
生

ひ
ろ
む
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太
郎
は
片
山
の
教
え
子
で
あ
り
、

そ
の
際
文
の
一
説
に
、
昭
和
十
五

年
開
校
六
十
周
年
記
念
式
に
工
学

博
士
阿
部
良
之
助
の
祝
辞
の
一
説

を
引
用
し
て
い
る
。

省
ル
ニ
不
肖
幼
ニ
シ
テ
暗
愚
加

之
春
ニ
蛤
ヲ
拾
ヒ
夏
ニ
鮑
ヲ
漁
リ

或
ハ
秋
ニ
野
葡
萄
ヲ
採
リ
冬
ハ
四

十
雀
ノ
後
ヲ
追
ヒ
テ
勉
学
ノ
何
タ

ル
ヤ
ヲ
識
ラ
ズ
誠
ニ
往
年
ヲ
回
顧

ス
レ
バ
汗
顔
ノ
二
字
ニ
尽
ク
故
片

山
老
校
長
ノ
御
苦
労
ヲ
遙
カ
ニ
追

懐
シ
テ
只
只
忸
怩
タ
ル
ノ
ミ

今

四
十
ノ
坂
ヲ
越
シ
テ
僅
カ
二
人
後

ニ
連
ル
ヲ
得
タ
ル
ハ
母
校
御
薫
陶

ノ
賜
物
ニ
非
ズ
シ
テ
何
ゾ
ヤ
其
ノ

恩
タ
ル
ヤ
将
ニ
海
ヨ
リ
モ
深
ク
山

ヨ
リ
モ
髙
シ
ト
言
フ
ベ
シ

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
阿
部
は

石
炭
液
化
に
お
い
て
世
界
的
学
者

に
な
っ
た
人
で
あ
る
。

お
と
な
し
く
、
お
人
よ
し
の
片

山
は
部
落
民
の
代
書
を
始
め
、
あ

ら
ゆ
る
知
識
的
仕
事
を
し
て
、
夜

は
夜
学
ま
で
す
る
と
い
う
熱
心

さ
、
し
か
も
足
の
不
自
由
な
生
徒

は
家
に
泊
め
て
通
学
さ
せ
る
と
い

っ
た
犠
牲
を
あ
え
て
す
る
と
こ
ろ

に
人
格
の
高
潔
さ
が
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
ニ
シ
ン
の
初
物
は
ま
ず

片
山
先
生
の
と
こ
ろ
へ
と
い
っ
た

ぐ
あ
い
で
、
尊
敬
さ
れ
た
。
浅
羽

靖
と
は
親
し
く
、
札
幌
転
出
を
す

す
め
ら
れ
た
が
ど
う
し
て
も
承
知

せ
ず
、
島
牧
で
一
生
を
終
わ
っ
た

の
で
あ
る
。
（
道
教
育
研
究
所
指

導
主
事

山
崎
長
吉
）

※

文
中

工
学
博
士

阿
部
良

之
助
と
あ
る
の
は
字
豊
浜
出
身
者
。

グランドに建つ祖父の頌徳碑を訪ねる黒田
さんと長女

消防業務の事績が評価された鈴木昭治さんへ

内閣総理大臣から「瑞宝単光章」が贈られ、７

月４日、村長から鈴木さんへ伝達されました。

鈴木さんは昭和37年村消防団に入団、平成13

年退団までの38年有余にわたり日夜消防業務に

精励し、水火災の予防警戒とともに災害発生時

には率先出動して被害を最小限に食い止めるな

ど、副分団長として従事してきました。

特に、平成元年の火災、平成５年の南西沖地

震、平成11年の局地的豪雨災害では培った技術

や知識を遺憾なく発揮して多大な効果を上げて

います。
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平成16年10月から選挙管理委員として従事し

ている中山兼二さんが、北海道市町村選挙管理

委員会連合会から表彰され、この度、木村 功

委員長から伝達されました。

中山さんは優れた人格と卓越した見識によ

り、適正な選挙の執行と公正な選挙の啓発に寄

与されました。

今後、益々のご活躍をお祈り申し上げます。
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選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評選挙管理委員として評価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価

黒
田
様
か
ら
人
材
育
成
資
金
と
し
て
５
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
寄
附
の
趣
旨
に
そ
っ
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



4

介 護後 期医 療区 分

1.1％2.2％8.6％所得割

10.0％16.1％64.4％資産割

4,500円6,000円23,000円均等割（１人当）

4,000円8,000円30,000円平等割（１世帯当）

4,000円15,000円平等割（特定世帯）

120,000円140,000円510,000円限度額

特定世帯とは、75歳になると国民健康保険

から後期高齢者医療制度へ移行することに伴

い、単身世帯になる世帯のことをいいます。
滞
納
す
る
と
保
険
証
の
使
用

が
制
限
さ
れ
ま
す

平
成

年
度
の
収
納
率
は
、
前

23

年
度
に
比
較
し
て
全
体
で
０
．
１

％
増
加
し
ま
し
た
。

国
民
健
康

保
険
は
相
互
扶
助
の
精
神
で
運
営

さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
の
で
、
税

の
滞
納
が
あ
り
ま
す
と
、
加
入
者

の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
納
期
内
に
完
納
さ

れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
１
年
以
上
滞
納
す
る

と
、
保
険
証
が
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国保税収納率

22年度23年度区 分

93.1％92.8％現 年 度 分

17.6％16.1％滞納繰越分

74.8％74.9％計

ジジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
はは

医
療
機
関
で
医
師
か
ら
処
方
さ
れ
、
調
剤
薬
局
で
受
け
る
医
療
用

医
薬
品
に
は
、
新
薬
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
２
種
類
が
あ
り
ま

す
。新

薬
と
は
、
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
が
初
め
て
作
る
薬
の
こ
と
で
先
発

医
薬
品
と
も
い
い
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新
薬
の
特
許
期
間

満
了
後
、
新
薬
と
ほ
ぼ
同
じ
有
効
成
分
・
効
き
目
で
製
造
販
売
さ
れ

る
薬
で
後
発
医
薬
品
と
も
い
い
ま
す
。
開
発
コ
ス
ト
が
大
幅
に
抑
え

ら
れ
、
新
薬
よ
り
低
価
格
に
設
定
で
き
７
割
も
安
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
医
師
の
処
方
せ
ん
の
も
と
で
調
剤
薬

局
で
調
剤
さ
れ
る
薬
で
す
。
現
在
治
療
中
の
方
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
替
え
ら
れ
る
か
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

薗

塩

鉛

於

遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠

鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛

鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛
鴛

煙煙煙はしご受診などを止めはしご受診などを止めてて適正受診を心がけましょ適正受診を心がけましょうう

煙煙煙検診を積極的に受けましょ検診を積極的に受けましょうう

煙煙煙ジェネリック医薬ジェネリック医薬品品（後発医薬品）を活用しましょ（後発医薬品）を活用しましょうう

納 期

１期 ７月 ２日

２期 ７月３１日

３期 ８月３１日

４期 １０月 １日

５期 １０月３１日

６期 １１月３０日

７期 １２月２５日

は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

国国

保保

税税

す
で
に
国
民
健
康
保
険
税
の
納

付
書
は
お
手
元
に
届
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
期
間
内
に
完
納
さ

れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

今
年
度
の
税
率
と
限
度
額
は
、

昨
年
と
同
じ
で
す
。

こ
の
度
、
福
井
明
雄
さ
ん
（
字
本
目：

大
正

年
７
月
１

13

日
生
）
と
花
田
辰
雄
さ
ん
（
字
泊：

大
正

年
７
月

日

13

21

生
）
が
米
寿
（

歳
）
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

88

ご
ざ
い
ま
す
。

お
祝
い
と
し
て
長
寿
者
慶
祝
金
が
村
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
趣
味
を
楽
し
み
な
が
ら

元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

長

寿

万

歳

ご

福井明雄さん

花田辰雄さん
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北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
が
７
月
下
旬
か
ら
道
内
各
地
で
始
ま
り
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
出

場
し
た
菊
地
佑
太
君
が
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
で
堂
々
の
準
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、

藤
田
和
香
さ
ん
が
女
子
柔
道

㎏
超
え
の
部
で
３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

70

共
に
中
学
３
年
生
の
２
人
は
、
中
学
生
最
後
の
大
会
に
輝
か
し
い
優
秀
な
成
績
を
収
め
、

関
係
者
は
喜
び
に
沸
い
て
い
ま
す
。

菊
地
君
は
、
８
月

日
か
ら
千
葉
県
で
開
催
し
て
い
る
全
国
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

20

に
出
場
し
て
い
ま
す
。

菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君君
ババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババ
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準準
優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優
勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝

全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

菊
地
君
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
準
優
勝

全
国
大
会
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤
田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田
ささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔柔
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位位
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
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藤
田
さ
ん
柔
道
３
位
入
賞
に
輝
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

後志中学生春季大会

バドミントン（６月９日 倶知安町）

優勝 菊地佑太（男子シングルス）

２位 二階俊輔・中山幸次（男子ダブルス）

優勝 佐々木萌果（女子シングルス）

２位 中田彩水（女子シングルス）

小樽・後志小学生陸上競技記録会

（６月１７日 岩内町）

２位 ４年 山下龍平 ８００ｍ 全道大会へ

３位 ５年 西海諒茉 ８０ｍＨ 全道大会へ

３位 ６年 藤井甚平 ８０ｍＨ 全道大会へ

柔道整復師会小樽ブロック大会

（６月２４日 余市町）

２位 藤井甚平 ５～６年の部

後志地区中体連大会

バレーボール

３位 島牧（女子）

柔 道（７月１日 蘭越町）

優勝 藤田和香（女子７０㎏超）全道大会へ

３位 阿部寛太（男子８１㎏）

３位 藤井廉太郎（男子９０㎏超）

バドミントン

優勝 菊地佑太（男子シングルス）

２位 二階俊輔・中山幸次（男子ダブルス）

優勝 佐々木萌果（女子シングルス）

２位 中田彩水（女子ダブルス）

小樽・後志代表決定戦

２位 菊地佑太（男子シングルス）全道大会へ

４位 佐々木萌果（女子シングルス）全道大会へ

諌

間

還

閑
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小・中学生スポーツ大会で大活躍（敬称略）

今
大
会
で
は
、
い
か
に
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
っ
て
い
け
る
か
が
キ

ー
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
去
年
の
教
訓
を
活

か
し
て
暑
さ
対
策
に
も
気
を
配
り
ま
し
た
。

で
も
、
決
勝
戦
は
、
も
う
自
分
の
体
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
し
た
。
今

後
は
、
全
道
大
会
の
反
省
を
修
正
し
て
全
国
大
会
に
行
け
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
全
国
大
会
で
は
、
自
分
の
悔
い
の
な
い
プ
レ
ー
を
し

た
い
で
す
。
皆
さ
ん
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（

菊
地
佑
太
）

小
学
校
１
年
か
ら
柔
道
を
習
い
始
め
、
中
体
連
後
志

大
会
を
３
連
覇
し
ま
し
た
。
今
年
は
全
国
大
会
出
場
を

目
標
に
週
５
日
の
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
重
量
級

で
は
小
柄
な
方
だ
が
、
持
ち
前
の
ス
ピ
ー
ド
と
得
意
の

寝
技
で
勝
ち
進
み
中
学
生
最
後
の
大
会
で
３
位
に
入
賞

で
き
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

家
族
や
指
導
し
て
く
れ
た
先
生
方
に
感
謝
の
気
持
ち

で
一
杯
で
す
。

（
藤
田
和
香
）
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りっぱに育ってほしい

森を育て、災害から生活環境を守り、豊かな栄

養分を海へ還元しようと、６月13日、賀老地区で

植樹会が行われました。

ブナやミズナラの苗木約200本を56人の参加者

が手分けして穴を掘り、土をかぶせ、しっかり踏

んで植樹しました。

樹木の成長とともに、やがて森・川・海づくり

の役割と住民の暮らしに大きな力となり、効果を

発揮してくれることでしょう。

中学生奉仕活動 本目海岸を清掃

中学校の花壇整備と本目海岸の清掃活動に６月

15日、生徒と先生が取組み汗を流しました。

中学校では生徒会活動の一環としてボランティ

ア活動に力を入れており、花壇の整備後に引き続

いてゴミの多い本目海岸で清掃作業を行いました。

ゴミは海岸一帯に散乱し、特に漂流物や漁具類

が目立ちましたが、みなさんの頑張で周辺はきれ

いに片付きました。この海岸清掃は毎年実施され

ています。

南 北

軽
ト
ラ
市

新
鮮
・
格
安
で
好
評

村
内
で
収
穫
し
た
農
水
産
物
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
販
売
す
る
「
軽
ト
ラ

市
」
が
５
月
連
休
に
続
き
、
６
月

日
と
７
月
８
日
に
道
の
駅
駐
車
場
で
開

17

か
れ
ま
し
た
。

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
は
野
菜
や
山
菜
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
魚
な
ど
が
い
っ

ぱ
い
並
び
、
訪
れ
た
観
光
客
や
住
民
が
新
鮮
で
安
価
な
品
物
を
買
い
求
め
て

い
ま
し
た
。
次
回
は
９
月

日
開
催
予
定
で
す
。

23

新鮮な野菜や果物が並んだ

ゴミ袋いっぱいに集めた中学生

願いを込めて植樹する子供
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野の花を探して楽しむ

花の開花状況を調査する、「北海道フラワーソ

ン2012」が５年ぶりに道内各地で一斉に始まり、

村内でも６月17日に実施されました。

参加した10人がモッタ海岸、賀老高原、歌島高

原の３班に別れて、ハマナスやスズランなど特定

種10種類の花の状況を調査しました。

全体では120種類の花の状況を散策しながら探し

回り、一人ひとりが判定して調査用紙に書き込み、

カメラで記録を撮るなど楽しく行っていました。

小学校で「人権の花」運動

６月19日、人権擁護委員協議会から小学校へ

「人権の花」運動で使用するマリーゴールドなど

３種類の花の苗100本が贈られ、早速、児童が全員

でプランタへ植え付けて学校の周辺に並べました。

人権の花運動は、小学生を対象にした人権の啓

発運動で、育てることを通じて協力や感謝する大

切さを学びながら、やさしさ、思いやりの心を育

むことを目的に毎年実施されています。

水を与え、きれいに咲いた花がみなさんの心を

和ませてくれたことでしょう。

東 西

楽
し
く
学
ぶ

マ
ク
ス
ウ
ェ
ル
の
こ
ま

小
学
４
年
生
～
６
年
生
を
対
象
に
し
た
、
お
も
し
ろ
受
験
室
「
マ
ク
ス
ウ

ェ
ル
の
こ
ま
作
り
」
が
７
月
７
日
、
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

科
学
で
遊
ぼ
う
と
北
電
岩
内
営
業
所
の
呼
び
か
け
に

人
が
集
ま
り
、
講

19

師
の
説
明
で
、
「
こ
ま
の
種
類
に
よ
っ
て
回
り
方
に
ど
ん
な
違
い
が
あ
る
の

か
、
回
転
に
は
ど
の
よ
う
な
力
の
働
き
が
あ
る
の
か
」
な
ど
を
楽
し
く
遊
び

な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

作
り
方
を
教
わ
っ
た
後
、
長
く
回
る
マ
ク
ス
ウ
ェ
ル
の
こ
ま
を
作
り
、
自

分
愛
用
の
こ
ま
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

中心はどこかな？

じっくり観察

みんなで人権の花を咲かせます・・・
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リズムをとり楽しく歌う

ץץ
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ケーキや飲み物が配られた

参
加
者
の
加
藤
直
美
さ
ん
が
ピ

ア
ノ
を
弾
い
て
盛
り
上
げ
、
再
び

歌
の
時
間
で
は
鈴
と
タ
ン
バ
リ
ン

を
手
に
、
リ
ズ
ム
を
取
り
な
が
ら

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
を
み
ん

な
で
合
唱
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

伊
藤
陽
子
さ
ん
が
紙
芝
居
「
か
っ

ぱ
と
て
ん
ぐ
と
か
み
な
り
ど
ん
」

な
ど
の
読
み
聞
か
せ
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。

販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

「
ひ
だ
ま
り
」
が
作
っ
た

花
の
苗
や
手
提
げ
バ
ッ
ク

な
ど
、
「
工
房
ふ
ぁ
い
ん

ど
」
は
、
お
昼
寝
ま
く
ら
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ー
ケ
ー
ス
な

ど
の
手
作
り
品
を
販
売

し
、
参
加
者
が
気
に
入
っ

た
品
を
購
入
し
て
い
ま
し

た
。

一
緒
に
お
茶
を
飲
み
、
歌
を
歌

い
な
が
ら
地
域
の
子
供
と
高
齢
者

が
ふ
れ
あ
い
、
交
流
を
は
か
ろ
う

と
臨
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト

ラ
ン
な
の
花
が
６
月

日
、
漁
村

26

セ
ン
タ
ー
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

気
軽
な
雰
囲
気
で
楽
し
む
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
催
し
は

３
回
目
を
迎
え
、
幼
児
も
含
め
て

約

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

40歌
声
レ
ス
ト
ラ
ン
が

時
に
開

10

店
し
、
み
ん
な
で
数
曲
の
歌
を
歌

っ
た
後
に
、
お
茶
の
時
間
が
設
け

ら
れ
、
お
野
菜
倶
楽
部
お
手
製
の

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
や
オ
レ
ン
ジ
ゼ
リ

ー
な
ど
を
口
に
し
な
が
ら
、
美
味

し
い
休
憩
時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

手作り品を販売

「ひだまり」
心身の病気などを抱えながらも頑張っている
人達が集まったグループ。毎日、医療センター
に集まり、手作り品の作成や掃除、畑仕事など
に励みながら活動しています。

「工房ふぁいんど」
介護を必要とする高齢者５～６人が月１回集
まり、リハビリを兼ねて小物を作っています。
小物を販売した金額は、レインボーキッズな
ど子育てグループが活動する資金として使用し
ています。



9

ブナの話を聞く

深緑の広がりを見せる賀老高原で６月22日、小学５年生12人を迎えて「少

年ふるさと教室」が開かれました。

講師の吉澤さんの案内で村自慢の滝、全国滝100選の「賀老の滝」を見学

しました。あいにくの小雨と霧でしたが、雪解けで水量の多い滝を見た途

端、子供達は「すげぇー」と驚きの声を上げ、迫力ある滝に暫く見とれてい
しばら

ました。

学習場所を千走川上流に架かるつり橋を渡った「ブナ遺伝子保存林」へ移

し、「島牧村のブナ林は、3000年前の縄文時代に津軽海峡を渡って来て形成

したもの。現在の大きな木は250年前の江戸時代に生まれて育った。大きな

ブナの木には約10万枚の葉が付いていて、雨の日には水分を吸収して蓄える

ので、木の下ではあまり雨にあたらない。ブナの村、島牧の水はとても美味

しく、水の恵を受けて生活している。」と説明を受けていました。

子供達は回りに生えているブナの幼木を観察し、大きなブナの幹に代わる

がわる触れて感触を確かめていました。

７月６日には同じ５年生が「茂津多灯台を調べよう」、25日には３年生が

「川から学ぼう」と題して、灯台の役割や泊川の生態などを学んでいました。

賀老の滝賀老の滝とと
ブナ林を学ブナ林を学ぶぶ

豪快な滝に驚く子供たち

つり橋を渡ってブナ林へ

ブナの感触はどうなのかな
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　仕事や家事、運動で体を動かす機会の多い方は、心疾患・高

血圧・糖尿病・ 骨  粗  鬆  症 
こつ そ しょう しょう

・結腸がんなどの 罹  患  率 や死亡率が低
り かん りつ

く、寝たきり予防や長寿に効果があると分かっています。

運動習慣を身につけましょう

　
私
の
と
こ
ろ
に
Ａ
社
か
ら
「
億
万
長
者
の
仲
間
入
り
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
い
う
手
紙
が
送
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
私
は
海
外
の
宝
く
じ
な
ど
購
入
し
た
こ
と
が
な
い
の

で
す
が
、
Ａ
社
が
私
の
名
義
で
海
外
の
宝
く
じ
を
購
入
し
、

そ
の
宝
く
じ
が
当
選
し
た
そ
う
で
す
。

　
Ａ
社
か
ら
の
手
紙
に
よ
る
と
、
Ａ
社
は
当
選
者
か
ら
当
選

金
の
０
・
１
％
の
手
数
料
を
も
ら
っ
て
会
社
を
運
営
し
て
い

る
た
め
、
手
数
料
を
払
わ
な
け
れ
ば
当
選
金
が
も
ら
え
な
い

そ
う
で
す
。

　
数
十
万
円
の
手
数
料
を
前
払
い
す
る
の
は
ち
ょ
っ
と
大
変

な
の
で
す
が
、
日
本
円
で
数
億
円
の
当
選
金
が
も
ら
え
る
の

で
手
数
料
を
払
っ
て
当
選
金
を
も
ら
っ
た
方
が
い
い
で
す
よ

ね
？

回
　
答

み
ん
な
の
 法法法法法法法法法法法
 律律律律律律律律律律律
 相相相相相相相相相相相
 談談談談談談談談談談談

　
こ
の
手
紙
の
話
は
、
ま
ず
間
違
い
な
く
詐
欺
で
す
。
手
数
料
を
送
金

し
て
も
高
額
当
選
金
は
払
っ
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　
高
額
当
選
金
の
手
口
は
よ
く
あ
る
詐
欺
手
口
で
す
が
、
他
に
も
相
続

財
産
の
手
口
も
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
「
身
よ
り
の
な
い
億
万

長
者
が
亡
く
な
っ
た
の
で
、
遺
言
書
に
書
い
て
あ
っ
た
と
お
り
、
貴
方

に
遺
産
を
受
け
取
っ
て
欲
し
い
。
但
し
、
遺
産
を
受
け
取
る
た
め
に
は

Ｂ
団
体
へ
１
０
０
万
円
以
上
の
寄
付
を
す
る
こ
と
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。

　
変
だ
な
と
思
っ
た
ら
、
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岩
内
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
　
　
弁
護
士
　
畠
山
興
一

海海外宝くじが当たりました海外宝くじが当たりました。。

日本人の歩数の現状

（「健康日本21」厚生労働省）

運動の目標例 （１日平均歩数）

　　　　成人男性　　8202歩

　　　　成人女性　　7282歩

　週２回以上、１日30分以上の息が少し

はずむ程度の運動

   

  　　　 高齢者男性　　5436歩

  　　　 高齢者女性　　4604歩

　ストレッチや体操を１日10分、ウォー

キングを１日20分、スクワットなどの筋

力トレーニングを週に２回など

　車での移動が中心の村民の皆さんは日本人平均よりも歩数の

少ない方が多いのではないでしょうか。理想は１日１万歩（約

300kcalの消費にあたる）ですが、まずは現在よりも1000歩多

く歩くことを目標にしてみると良いでしょう。

　また、足腰・血圧・心臓などに持病のある方は医師と相談し

ながら、ストレッチや柔軟体操、全身運動ではなく上半身と足

の運動を分けて行うなどの工夫をして活動量を確保しましょう。

こども

　最近はこどもの運動不足、体力の低下、肥満の増加が問題と

なっています。外遊びの減少、テレビゲームや夜型生活の増加

などの影響が考えられ、テレビ視聴時間が長い子ほど体力が低

い傾向にあります。こどものうちに良い運動・生活習慣を定着

させましょう。

　　　　希望者には万歩計を無料で貸し出しています。

　　　　（旧式のもの・先着24個）

問い合わせ先：医療センター内　福祉課保健指導係

　　　　　　　電話　75－6001

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵
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　国民年金制度は、20歳から60歳に到達するまでの40年間に国民年金保険料
を納めていただくと、満額の老齢基礎年金を受給することができます。
　保険料を納められなかった期間がある場合や資格取得などの届出忘れに

より国民年金の資格請求期間がない場合には、将来の年金受給額が少なくなったり、年金
が受給できなくなってしまうことがあります。（保険料納付や免除などの合計が25年（300
月）未満の場合）
　このような事態を避けるために、昨年、法律が改正され、平成24年10月１日から、国民
年金保険料の納めることができる期間が過去２年から、１0年に延長となる後納制度が始
まります。
　具体的には、平成14年10月分以降の納められなかった保険料を納めることができるよう
になりました。（平成24年10月１日から平成27年９月30日までの３年間です。）
　ただし、既に老齢基礎年金の受給権をお持ちの方は、納めることができませんので、ご
注意願います。
　なお、後納保険料を納付するためには事前にお申し込みいただき審査させていただくこ
とになります。審査の結果、後納制度による納付をご利用いただけない場合があります。
　詳しくは、下記「国民年金保険料専用ダイヤル」または小樽年金事務所へお問い合わせ
ください。

　　　国民年金保険料専用ダイヤル　0570－011－050
　　　小樽年金事務所　　　　　　　0134－23－4236
　　　　【受付時間】月～金曜日　午前８：30～午後５：15
　　　　　　　　　　第２土曜日　午前９：30～午後４：00

くく ら し の ガ イく ら し の ガ イ ドド

後
納
制
度（
国
民
年
金
保
険
料
の
 

納
期
限
の
延
長
）が
始
ま
り
ま
す

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金のののののののののののののののののののの年金の窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

自衛官募集（倶知安地域事務所　電話0136－23－3540）

試　験　日受　　付受 験 資 格募集種目

受付時に連絡随　時男子
18歳～27歳未満自衛官候補生

９月23～26日の１日９月７日迄女子

９月17日９月７日迄18歳～27歳未満一般曹候補生

９月22日９月７日迄高卒（見込含）21歳未満航 空 学 生

　精神疾患などのほかに、セク
シャルハラスメントなど職場の
ストレスによる精神障害に関す
る相談も受付しますので、気軽
にご相談ください。
　なお、利用される場合は、事
前に問合わせください。
北海道労働局
電話　011－709－2311

労災・精神障害の相談案内

毎週水曜日
事前予約制　初回の相談は無料
予約受付時間　10時～16時
電話　0135－62－8373
場所／岩内町高台84－３
　　（佐藤精肉店となり）

しりべし弁護士相談センター

　消費生活に関する相談、苦情
などは岩内消費生活相談センタ
ーへ気軽にご相談ください。相
談は無料です。
受付時間
　月曜日　　　　９時～15時
　火～金曜日　　９時～12時
電話　0135－61－4878
場所　働く婦人の家
（岩内警察署横）

消費生活相談センター

　道が行った業務や制度の内容
を審査する制度で、皆さんに代
わって、「苦情審査委員」が中
立的な立場で道の機関に対し、
必要な調査などを行います。
　審査の結果、道の業務に不備
な点や制度に問題があるときは
道の機関に是正や改善を求め、
審査結果まで約２か月です。
　皆さん自身の利害に係わる苦
情であれば、「苦情審査委員」
に申立てができ、個人情報の保
護にも十分配慮します。

問合わせ先
後志総合振興局道政相談室
電話　0136－23－1300

道の苦情審査委員制度

匿名の寄付金10万円

　札幌市在住の方から、ふるさ
と納税寄付として10万円の寄付
をいただきました。寄付は５回
目となります。
　寄附の趣旨にそって有効に活
用させていただきます。誠にあ
りがとうございます。
　本人の申し出により匿名とさ
せていただきます。

匿名の寄付金５万円

　札幌市在住の方から、ふるさ
と納税寄付として５万円の寄付
をいただきました。
　寄附の趣旨にそって有効に活
用させていただきます。誠にあ
りがとうございます。
　本人の申し出により匿名とさ
せていただきます。

字本目　佐々木ユミ　様

　字冨浦の土地２筆、1,637㎡
の寄贈をいただき、厚くお礼申
し上げます。
　有効に活用させていただきま
す。

寄付・寄贈に感謝申し上げます
　交通事故、詐欺、おどしなどの
犯罪の被害に遭い、警察や検察
庁に訴えたが検察官が事件を起
訴してくれない（不起訴処分）。
　このような不満をお持ちの方
のために検察審査会があります。
　申し立てには、一切費用はか
かりませんし、秘密は固く守ら
れますので気軽にご相談くださ
い。
函館検察審査会
電話　0138－38－2360

検察審査会



16日 保育所運動会

20日 村議会定例会

27日 （株）アバローネ株主総会

30日 島牧漁協総会

６日 社明運動伝達式・推進委員会

８日 消防団訓練

９日 農業委員会総会

17日 全員協議会

18日 例月出納検査

23日 交通安全街頭啓発

26日 小学校終業式

27日 中学校終業式

９日 歌島本祭

11日 本目本祭

14日 植車本祭

15日 原歌本祭

わが家の

お殿様

永井 遥翔くん

なが い はる と

千走／永井政志・しげみさんの

お子さん

（平成19年４月５日生）

ブロック遊び、
サッカー、歌う
事が大好き。
毎日、お兄ちゃ

んとケンカしなが
らも、いっしょに楽

しく遊んでいます。健
康で明るく、思いやりの

ある子に育ってくれますよ
うに。

（しげみ）
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平成24年８～９月号

No.510しままき広
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一般・違反講習
９月18日(火) 10月16日(火)
一 般 者 13:00～14:00
違 反 者 14:15～16:15

優良・初回講習
９月21日（金） 10月19日（金）
優 良 者 13:00～13:30
初回更新者 14:00～16:00

更新時講習

寿都町文化センター
運

転

免

許 岩内自動車学校 0135－62－1328

八雲自動車学校 0137－63－2111

８月30日(木) ９月27日(木)
10月25日(木) 11月22日(木)

高齢者講習

（70歳以上・事前予約制）

交通安全はみんなの願い

達成2908日平成24年

７月31日現在

死亡交通事故

０の日
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６月16日～８月15日

（６月16日～８月15日掲載申出分・敬称略）

■たんじょう…………………………………………

24.７.11 山田 めい …………… 本目

（山田恭介・穂奈未のお子さん）

24.７.19 山田 良威 …………… 泊
ら い

（山田剛・美樹のお子さん）

24.８.６ 成田 奨 …………… 泊
しょう

（成田準・恵のお子さん）

■おくやみ……………………………………………
24.６.11 佐藤 義寛（53歳）…… 京都市

（字泊 佐藤静雄の子供）
24.７.９ 石塚フミ子（88歳）…… 元町
24.７.17 尾形 シン（85歳）…… 永豊町

（24年７月31日現在）
■人 口………………………………………………

1,769人（前月比△13人）
男： 857人（前月比△３人）
女： 912人（前月比△10人）

■世帯数………………………………………………
915戸（前月比△４戸）

６
月

７
月

８
月
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